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【概 要】

植物の開花や動物の繁殖活動など日長に伴う変化は生物界に普遍的に観察される現象

で、光周性反応として古くから知られている。秋の夕暮れに電燈をともして開花を制御

する電照菊や、産卵をコントロールするために養鶏場で用いられている光線管理技術な

どはこの性質を利用したものである。光周性反応の分子機構は分かっていないが、最近

我々はウズラの光周性を制御する遺伝子（ ）を特定することに成功した。光周性反Dio2

応は、哺乳類と鳥類で日長の伝達様式が異なっており、哺乳類では松果体で合成される

メラトニンの分泌リズムにより、一方鳥類では脳内光受容器を介して直接視床下部に日

長情報が伝えられる。鳥類では光により の発現が誘導されるが、哺乳類ではメラDio2

トニンが視床下部における の発現に影響する。すなわち、日長の伝達様式は違っDio2

ても が光周性制御に中心的役割を果たすことには変わりはない。そこで本研究でDio2

は を中心として、光周性の分子機構を魚類、鳥類、哺乳類を用いて解明する。Dio2

【期待される成果】

動物の光周性に関する研究は古くから行われているがその分子機構については不明で

ある。しかし、我々が発見した光周性のキー遺伝子 を中心とした研究により、そDio2

の分子機構の解明が期待できる。また、季節変動や光周期に左右されない動物生産に向

けた革新的技術開発につながる可能性がある。
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